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静岡 県 及び その 周辺 の ゴマ シジミ 





1) と の 報 女 の 要旨 は 日 本 昆虫 学会 第 22 回 例会 1961 年 2 月 , 浜松 市 ) で 発表 され た も の で ある . 
2) 静岡 市 安東 本 町 32 
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テマ シジミ Maculinea teleius は , 日 本 の “山地 草原 ” に すむ 代表 的 な 草原 性 の シジミ チョ ウッ で ある . 地理 的 
変異 に 富み 。 いく つか の 亜 種 が 命名 され て いる が , その 分 類 は きわ め て 困難 な も の と され て いる 6997. 大 きく 分 
け て , 明か る い 青 色 部 の 発達 し た 型 と , 青色 鱗 の 発達 悪く 黒 化 の 進ん だ 型 と が あり , 静岡 県 , 山梨 県 , 長野 県 な 
ど は , この 2 つの 理 の 分 布 と その 成り 立ち を 研究 する の に は 都合 の よい 場所 で ある . こと と では 特に 富士 火山 か ら 
忠 府 急 地 周辺 山地 に か け て 分 布 す も ゴマ シジミ の 地理 的 変 筐 を 扱い これ か ら の ゴマ シジミ 研究 の た め の 一 資料 
と し た いと 思う 。 変異 の と りあ げ 方 な ど に か な り の 間 題 が なあ る と 思う が 御 批判 を 大 い に 期 待 す る 。 

I 地 理 的 分 布 

分 布地 域 は 箱根 仙石 原 , 富士 火山 々 獄 の 各 斜 面 御坂 山脈 , 更に 甲府 委 地 周辺 山地 を へ て 。 移 無 川治 い に て 長野 
県 内 部 に 及 ん で いる . 赤石 山脈 駿河 湾 治 岸 の 沖積 地 , 並び に 伊豆 半島 に は み ら れ な い ・ 垂直 分 布 は 。 だいたい 
加 高 350m か ら 1350m の 範囲 に 含ま れ , 漠 木 を まじ える 草原 に 棲息 し , 付近 に は 必ず 若 令 幼 虫 の 食 健 植 物 ワ レモ 
ュ ッ が 群生 し て いる .。 な お 西 に 接する 愛知 県 で は , 東北 部 の 作手 高原 な ど に 分 布 し , その 分 布地 域 は 岐阜 県 東 
RB 

県 中 央 部 に 達し , ここ で 東南 の 釜 無 川 方 
SR 
える . と と で 注意 し な けれ ば な ら な いのら は 
赤石 山脈 の 大 森林 が 草原 性 の ゴマ シジミ の 
分 散 の た め に は 大 き な 障 害 と な っ て お り 
その 分 布地 域 に 対し , 南方 か ら 大 きく クサ 
ビ を 打ち 込ん で いる と と で ある . (27, 28) 
II 地 理 的 変異 

1 変異 の ゆたか な こと 

“ 宮 士 山 の ゴ マ は 黒い が 甲府 の ゴマ は 青 
い ” と いう と と を よく 聞く . た し か に その 
通り だ が , た だ 漠然 と そう 云っ て いた の で 
は 科学 に な ら な い . “な ぜ そ うな の か "と 
いう と と が わか っ て は じ め て 科学 に な る . 
この 問題 を 解決 する に は , 先ず 詳細 な 分 布 
調査 と 並行 し て , 各 棲 息 場所 で の いろ いろ 
な 型 の あら われ る 比率 (また は その 程度 ) 
を 数 量 的 に つか む 必 要 が ある だ ろう . 

と の と と 気がつい て , ゴマ シジミ の 人 色 
彩 変異 を ? 8 別に 5 つの 型 に 分 け , その 比 
率 を あら わ そ うと し た の が , 丹下 仁氏 9 
54) の 研究 で ある . この 研究 に よれ ば , 長 
野 県 伊那 地方 の ゴマ シジミ に は , 美しい 青 
色 型 か ら 地 味 な 黒色 型 ま で の いろ いろ な 自 
階 の 型 が か み ら れ , と これら を 各 型 に つい て め 
で あら わし て いる . これ は 366 頭 も る の 多く 























の 標本 を 用 いて の 周到 な 研究 だ が , 将 表 の ゴマ シジミ の 色彩 変異 
色彩 以外 の 形質 に つい て は 殆 ん どぉ ふれ て な 上 か ら 静岡 県 富士 西南 術 産 , 山梨 県 大 郷 村 産 . 山梨 県 落 
3) 参考 文献 番号 那 山 産 , 山梨 県 甘利 山 産 。 左 の 烈 は $ の ? 
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青色 示 数 判定 の 規準 
(青色 示 数 は 前 麹 及 び 後 燃 の 青色 化 を あら わす 数 字 の 合計 に よっ て あら あわ す ) 














くぅ) また 色彩 を 5 つの 型 に 分 類する 際 の 明確 な 規準 も 明らか に され て いな い 6@2. そこ と で, どの よう な 形質 を と り 
あげ る か と いう と と と , それ ら を を どの よう な 方 法 で 表現 する か と いう と と が 再び 問題 に な っ て くる . 

2 変異 の 測定 

早 士 火山 及び 甲府 盆地 周辺 山地 の 各 棲 息 場所 で 採集 ほ さ れ た 標本 を 測定 し , それ に よっ て 地域 的 な 変異 の 特徴 を 
あら わす と と に し た . 

大 き さ は 前 麹 長 に よっ て あら わし , と これ は ノギス を 用 いて 測定 し た . 

青色 鱗 の 発達 の 程度 に つい て は , 青色 示 数 に よっ て 表現 する と と に し た め ④」 青色 示 数 は , 前 贅 及 び 後 贅 に つい 
ND COANE OS. すなわち 
全面 時 化し , 青色 鱗 が 全く あら われ な いも の は 青色 示 数 0, 青色 鱗 が 広く 発 達し , 前 後 頑 の 中 央 紋 列 が 完全 に あ 
ら わ れる も の は , 50 十 50 で 100 と いう わけ で ある . その 規準 は 次 に 示 3 通り で ある が , と れ は 前 後 次 共に 共通 で 














ある : 
会 面 黒 伯 も 青色 鱗 が の 企 く あら あれ な いも の eo 0 
青色 鱗 が 基部 付近 に 僅か に あ ら ね わる の < 中 室 に は も な EO SE EE 10 
青色 鱗 が 中 室 端 に 達し , ある い は 中 室 端 を 越え た と し て も 中 央 絞 列 まで は 達し な いも の ……… 20 
1 中 央 紋 列 に 達する が , これ を 越え る と と が な い ゃ の … ド ドド ドド ドド トー トー スー いて 30 
青色 鱗 が 中 央 絞 列 を 越え る た め , 中 央 級 列 は か な り 明 瞭 に あ ら わ れる が , その 一 部 に は な お 黒色 鱗 が 残り 
RS が それ に よっ て か く EE BR Ds EE 40 
a coereerseeeereseeeesereeseee 50 
次 に 裏面 の 黒 斑 の 発達 の 程度 で ある が , これ は 前 殖 裏 面 の 中 央 紋 列 の 斑紋 の 個数 (左右 両 玩 合計 ) で 表現 する 
こと だ に し 大 。 
OO 育 色 型 で は 白く , 黒色 型 で は 褐色 を 帯び る 傾向 が ある が , と と で は 特に ふれ な いと と に 
る . 


3 各 集 団 の 特徴 

よっ て 作業 困 の 特 租 を 抽出 する と 。 次 の よう な 3 つの 分 布団 た 分 ける と と が で きる 。 それら の 
中 に 含ま れる 棲息 は 場 所 ご と の 小 集 団 の 特徴 は , 今 の と こと ろ 材料 が 不足 し て いる の で , 後日 の 研究 を 待ち た い . 

a 富士 山麓 

曲 士 山麓 の 各地 及び 御坂 山脈 の 一 部 で 採集 され た も の を 含む 。 

$ は 前 麹 長 22.0mm で , 他 の 分 布 集団 の も の より も や や 小型 . 青色 鱗 の 発達 悪く 。 青色 示 数 は 55 を 示し , 前 天 
に お いて は 青色 鱗 が 前 麹 基部 か ら 中 室 端 に さえ 達し な いも の が 実に 75 如 を し め て いる 。 8 と し て は 最も 青色 化 の 
弱い も の で ある . 前 天 裏 面 中 央 紋 列 が や や 発達 する 傾向 が ある . 25s ぉ $ の うち 2388 8 は 富士 火山 に 属す る も の 














4) また 逆 に 黒色 鱗 の 発達 を 規準 に , 黒色 示 数 で 表現 し て も る よい だ ろう . 
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(4) 蝶 と 戦 [Vol. XII 
ニー ニー ーー ーーー デー ーー ーー 
第 1a 表 棲息 場所 別 の 変異 (8 の 場合 ) 
上 本 a ” 前 麹 長 (mm) 青 色 示 数 
棲息 場所 採集 年 月 日 標 高 <m) | 個体 数 
平 均 | 変異 の 市 | 平均 | 変異 の 巾 
印 野 水源 池 756--8 一 -20 950~1000 2 22.6 21.5~23.6 45 40-~50 
北山 林道 757 8_--14 1050 1 21.1 — 60 
上 井出 156—8—-15 800 一 1050 5 23.4 22.3~24.0 54 40~70 
人 穴 756--8 一 - 6 720~ 900 3 22.7 21.4~23.6 63 60~70 
猪 ノ 頭 157-—9-—— 1 700 1 21.3 = 50 
朝霧 高原 152—8—13 800 1 20.6 =: 50 a 
根 原 753--8 一 19 860 1 20.0 = 60 = 
本 栖 高 原 160—8-—26 870 3 22.7 22.1~23.1 47 40~50 
逢坂 林道 157—-8—-12 990~1050 1 23.0 一 50 — 
足 和 田山 759--8 一 -31 1200 一 1350 20: 1 = 70 =: 
浅 川 159—8— 3 1100 1 22.9 人 70 時 
の 758 一 8 一 13 8 a 
山 中 湖 760--8-17 9821050 5 20.5 19.0~21. 4 53 50~60 
関 原 円 155-——8-— 7 350~ 850 2 25.8 25.7~25.8 | 100 a 
者 半 159— 8-—-29 
四 尾 連 泊 160—8—31 850~1117 | 3 | 23.1 | 21.7~24.2 | 93 90 一 100 
な 159-—8—-29 
六 郷 科 760--8-31 350~ 700 22 23.6 18.3~25.2 98 80~100 
帯 那 山 155—8— 8 5001347 14 23.0 17.8~25.3 77 40~100 
千代 田 泊 155—8—22 500~ 600 1 24.8 = 100 = 
159—8—25 
革 利 山 759--8--27 500 一 1200 5 | 23.1 | 22.7-23.4 | 90 60100 
第 1b 表 棲息 場所 別 の 変異 〈? の 場合 ) 
時 還 に の 5 前 麹 長 (mm) 青 色 示 数 
諾 息 場所 採集 年 月 日 標 高 〈m) | 個体 数 
平 均 | 変異 の 巾 | 平均 | 変異 の 市 
印 野 水 源 池 756--8 一 20 950 一 1000 1 24.3 = 0 = 
上 井出 156—8—-15 800 一 1050 2 23.7 22.9~24. 6 5 0~10 
人 穴 156—8— 5 720~ 900 2 | 22.8 | 21.6-24.0 | 10 0 一 20 
猪 ノ 頭 757ー-9 一 1 700 1 23.2 = 20 6 
が 753--7ー-30 900 1 22.0 == 0 = 
153-—8—19 
根 原 756--8-- 4 860 2 | 24.7 | 24.5 一 24.8 10 0~20 
本 柚 高 原 760--8 一 26 870 2 24. 4 24.3~24.4 0 = 
足 和 田山 755 一 8 一 -31 1200~1350 4 23.7 22.9- と 24.5 3 0 一 10 
山 中 湖 760---8 一 17 982-1050 3 21.6 20.7 一 22.7 23 0 一 70 
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1961] TYO TO GA ( 5 ) 
ーー 
関 原 峠 155—8— 7 350~ 850 1 26.7 = 80 
四 尾 連 湖 760--8-31 850 一 1117 | 14 | 24.3 | 19.0~27.5 | 80 50~90 
7E0__Q_ ; 
大 郷 村 pa-3 | 350 一 700 | 14 | 25.5 | 24.2~26.6 | 89 70~100 
帯 那 山 55—8.— 8 5001347 4 24.8 23.3~25.8 30 20~40 
和 巴 代 田 泊 755- 一 8 一 22 500~ 600 1 25.8 = 100 ーー 
甘 利 山 759 一 8 一 25 500~1200 | 9 | 22.0 | 17.2-25.7 | ag1 0~100 
759-_8--27 : 3 3 
第 2a 表 分 布地 域 別 の 変異 ( の 場合 ) 
a 前 麹 長 (mm) 再 色 示 数 前 次 裏面 中 央 紋 列 玉 紋 数 
分 布 地 域 | 個体 数 
平 均 変異 の 巾 平均 | 変異 の 巾 | 平 均 | 変異 の 店 
富 士 山 六 | 25 [22.0 土 1.11 | 19.024.0 | 55* エ 3.9 40~70 12.9 二 0.40 | 1214 
甲府 盆地 南方 山地 | 27 | 23.6 二 1.17 | 18.3--25.8 97 土 2.0 80~100 | 12.2 寺 0.45| 1014 
甲府 盆地 北方 山地 | 15 | 23.1 二 1.86 | 17.825.3 77 十 8.1 40 一 100 | 11.7 土 0.38 | 11 一 14 
甲府 欠 地 西方 山地 5 | 23.1 土 0.44 | 22.7 一 23.4 90 二 8.0 60 一 100 | 12.4 圭 0.71 | 1214 
* 1 頭 は 汚損 し , 判定 不能 
第 2b 表 分 布地 域 別 の 変異 〈@ の 場合 ) 
前 贅 長 (mm) 青色 示 数 前 次 裏面 中 央 紋 列 斑紋 数 
分 布 地 域 個体 数 
平均 変異 の 店 平均 | 変異 の 市 | 平 均 | 変異 の 店 
富 士 山 区 | 18 | 23.5 二 1.11 | 20.7- こ 24.8 8 土 7.7 0~70 |13.5 土 0.37 12~14 
甲府 盆 地 南 方 山地 | 29 | 25.0 土 1.47 | 19.0~27.5 | 83 土 4.4 50 一 100 |13.0 土 0.71 12~14 
甲府 利 地 北 方 山地 5 | 25.0 土 1.84 | 23.3~25.8 | 44 二 25.6 20~100 | 12.6 二 0.36 12~14 
甲府 盆地 西方 山地 9 | 22.0 土 3.04 | 17.2--25.7 | 81 十 19.7 0 一 100 | 12.8 土 0.55 11 14 


























で , と の 分 布 集団 の 特徴 を 最も よく あら わす が , 他 の 2 8 6 は それ ぞ れ 御坂 山脈 の 河口 湖畔 天上 山 (浅川 付近 ) 
と 西湖 畔 の 足 和田 山 で 採れ た も の で あり , 共に 青色 指数 70 を 示し て いる が , 今後 の 詳し い 調査 が 期待 され る 。 
Y は 前 麹 長 23.5mm で $⑧$ よ りゃ 大 型 だ が , 四 尾 連 湖 ・ 大 郷 方 面 の も の に くら べ れ ば 小型 で ある . 青色 化 は 8 エ 





りゃ 更に 弱く 青色 示 数 は 実に 8 と いう きわ め て 低い も の で ある 。 全面 
が , 後 超 で は 67 多 の も の か 全面 黒 化す る 。 最も 青色 鱗 の 発達 し た も の は 山中 湖 産 の 1 @ で, 
が , これ は きわ め て 特殊 な 
一 般 に と の 集団 の も の は , 青色 鱗 の 発達 が 悪く ,。 い ち じ る し く 黒 化 の 進ん だ も の で あり , 


土 耳 和信 
場合 





と み ら れ る . 








化す る 個体 多く 。, 


前 次 で は 74 め の 個体 
青色 示 数 70 に 達する 


いわ ゆる kazamoto 
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ーー 
型 の 典型 で ある . 


b 甲府 徳 地 南方 山地 59 

と の 分 布 集団 は 関原 峠 , 四 尾 連 湖 , 大 郷 村 方 面 の ゃ の を 含む . 

8 は 前 頑 長 23.6mm で 8 と し て は 最も 大 型 ) 青色 鱗 の 発達 は 最も いち じ る し く 。 美しい 青色 型 の 個体 が 多い . 
青色 指数 は 97 と いう 最高 の 段階 を 示し , 最も 低い も ゃ の で さえ 80 と いう 高い 値 に 達し て いる ・ 

9 は 前 交 長 25.0mm と いう 最大 の 値 を 示す . 青色 示 数 は る の 97 に 劣る と は いえ 83 と いう 高い 値 に 達し て お 
り , 富士 山林 産 の も の な ど は 8 で さえ も これ に は 造 か に 及ば な い . 

な お 四 尾 連 湖 付近 の も の は , 8 共に 大 郷 村 の も の より も ゃ 青色 鱗 の 発達 が や や 弱く な る 傾向 が あり , 前 者 で は 
8 は 93, * は 80 で ある が , 後者 で は $ は 98, ? は 89 を 示し て いる . な お 四 尾 連 湖 付 近 で 青色 示 数 50 と いう 黒 化 の 
強い ゃ が 採れ て いる の は 注目 に 値する . 前 紋 裏面 中 央 紋 列 の 発達 は , 富士 火山 の も の に や や 劣っ て いる . 

と の 甲府 盆地 南方 山地 の 分 布 集団 の 特徴 は , 大 型 で も る と と と , 青色 鱗 が きわ め て よく 発 遂 す る と いう こと で 
ある . 

c 甲府 和 地 北方 山地 

と の 分 布 集団 は , 上 積 琴 寺 , 帯 那 山 , 千代 田 湖 方 面 の も の を 含む . 

8 は 前 凌 長 23.1mm だ が 個体 変異 大 きく , 最小 の も の 17.8mm, 最大 の も の 25.3mm と いう 大 き な 差 を が す ・ 
変異 係数 も 1.86 と いう 高い 値 に 達し て いる @). 青色 示 数 は 77 で か な り の 高い 値 だ が , や は り 変 異性 は 大 きぐ, 最 
低 40, 最高 100 で ある . 変異 係数 も 8.1 を 示し , 富士 山麓 の 3.9, 甲府 筆 地 南方 山地 の 2.0 を は る か に 引き は な し 
て いる . 

9 は 前 炊 長 25.0mm で る より 大 型 , や は り 個 体 変異 大 きく , 変異 係数 1.84 で ある . 変異 の 中 は 23.3 一 25.8mmm 
と な っ て いる . 青色 示 数 44 で $ よ りゃ 黒 化す る が , 個体 変異 は いち じ る し い ・ 

この 分 布 集団 の 特徴 は 変異 性 の ゆたか な と と で ある が , こと これが どん な 原因 に よる の か は 今 の と と ろ 明 ら か で な 
い . 棲息 場所 が 標高 500 m か ら 1347m に わた っ て 点 在 し て お り , この 大 き な 標 高 差 に よる 生活 条件 の ちがい も あ 
る 程度 関係 し て いる の か も 知れ な い . 但し 幼生 期 の 後半 に 肉食 を する と の 種類 で は , 生活 条件 の 分 析 が むず か し 
く , また 青色 化 の 傾向 は , 環境 と の 直接 の 関係 が ある と は 思わ れ な い の で , と れ ら の 変異 の 原因 は 一 層 複 雑 で あ 
る . ? は 今 の と と ろ材 料 不足 で 詳細 は 今後 の 研究 に 待ち た い . 

d 甲府 委 地 西方 山地 

茎 崎 市 の 甘利 山 入 口 (標高 500m) か ら 甘 利 山 の 機 池 下 (標高 1200m) まで の も の を 含む . 

8 は 前 麹 長 23.1mm, 青色 示 数 は 90 で 青色 型 の 個体 が 多い 

e は 前 麹 長 22.0mm で る $ よ りゃ 小さ い 値 が 出 て いる が , お そら く 実 際 は この 逆 で あっ て , 材料 不足 に よる も の 
で は な いか と 思う . 変異 性 大 きく , 最小 17.2mm, 最大 の も の は 25.7mm に 達する . 変異 係数 は 3.04 を 示し て い 
る 。 青色 示 数 は 81 で 美しい 青色 の 個体 が 多い が , 1 頭 だ け 青 色 示 数 0 と いう 全面 黒 化し た 個体 が か み ら れ る の は 面 
白い . 














の 分 布 集団 の 特徴 は , 甲府 盆地 南方 山地 の も の より る 前 凌 長 小さ く 青色 型 が 支配 的 と いえ る . 特に 前 麺 長 
の 変異 性 が 大 きい よう だ が , 今 の と こと ろ材 料 が や や 不足 し て お り , こと これから の 研究 が 期待 され る ・ 
下 分 布 と 変異 
測定 の 結果 か ら わ か る お も な こと は , 先ず 富士 火山 に 棲息 する も の は 。, いち じ る し く 黒 化 が 進ん で いる の に 対 
し 。 甲府 盆 地 周辺 の も の に は 黒 化 型 は すく な く , 美しい 青色 型 が 多く な る と いう こと で ある . それ に 甲府 盆地 周 


デー 
て 








5) とこ の 分 布 集団 に 関し て は , 1959 年 と 1960 年 の 採集 品 を 含ん で いる . と と で は 年 ご と の 変異 人 性 の 移り 変り は 
問題 に し な いこ と に する . 
6) 変異 係数 は , [2 Xx 標準 偏差 /V 個 体 数 〕 に よっ て あら わし た . 
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1961] TYO TO GA (77) 


ーー 
辺 の も の で も , 場所 に よっ て , 平均 値 及び 変異 性 に 多少 の ちがい が ある と と も わか る . 

ゴマ シジミ の 黒色 型 と 青色 型 は , 体内 の 物質 交代 (特に 鱗粉 内 の 色素 形成 ) の 型 の ちがい に も と ずく も の と 考 
えら れる が , 適応 的 な る の で は な く , し か も ゃ 遺伝 的 な も の で ある らし い . と の 点 で クロ コム ラサ キ と コム ラサ キ 
の 関係 に 付 て いる . これ ら の 型 の 分 布 の 関係 は , 富士 火山 と 甲府 盆地 周辺 山地 に お ける ゴマ シジミ の 分 布 成立 の 
歴史 の ちがい を 示し て いる と いう 意味 で 重要 で ある . な お 甲府 委 地 周辺 に お いて , 帯 那 山 の よ うに 変異 の 豊富 な 
場所 の ある と と は , 種 の 進化 と いう 意味 か ら 興 味 深 いと と で あり , と の よう な 場所 で は , 年 ご と の 変異 の 様相 が 
どの よう に 変っ て いく か を し ら べ る と 興味 深い 結果 が 得 ち れる と と と 思う . また 富士 火山 に 多く み ら れ る 黒 化 の 
進ん だ 型 は , 長野 県 戸隠 高原 や 浅間 高原 な ど と に も 多い と いわ れる が , 富士 火山 と と れ ら の 地域 と の , ゴマ シジミ 
の 分 布 に お ける 内 体 的 な 関係 は 今 の と と ろ わ か っ て いな い . 

ゴマ シジミ の 人 研究 は , この 蝶 が きわ め て 特殊 な 生活 史 を も っ て いる た め に 多く の 困難 が 予想 され る が , これ か 
ら は 次 の と と が ら が 大 き な 問 題 に な っ て くる と と と 思わ れる . すなわち , 1) 詳細 な 分 布 調査 を 行う こと, 2) 変 
異 研 究 に と りあ げ ら れる 適当 な 形質 を 検討 ひる と と , 3) と れ ら の 形質 が 発現 する た め の 諸 条件 を 明らか に する 


こと 


4) 各 楼 息 場所 ご と に 詳し い 変 異 研究 を 進め る と と , 5) 変異 の 様相 の 年 ど と の 移り 変り に も 注意 する と 


5 だ 過 で ある 。 
今後 正しい 計画 に 基 い た 靖 実 な 研究 を 進め て いき た いも の で ある . 
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Summary 


Tn this paper, the author tried to point out that the geographical variations of Maculinea 
teleius (Lycaenidae, Lepidoptera) distributing from the foot of Mt. Fuji to mountains around the 
Kofu basin are remarkable especially in the coloration ——— perhaps these color variations are 
caused by no environmental factors but mutation 一 一 of uppersides of wings. According to his 
observation, those in mountains around the Kofu basin are generally colored by beautiful sky 
blue, on the contrary, the greater portion of ones in the foot of Mt. Fuji has darkly melanized 
coloration。 The facts suggest that the historical process of their spreading is different between the 


both areaS。 





白水 隆博 士 Lepidopterists' Society の 1961 年 度 会 長 に 就任 


に 会 評議 員 兼 幹事 , 九州 大 学 助 教授 白水 隆博 士 は アメ リカ 最大 の 鱗 脆 類 研究 団体 Lepidopterists 
Society の 1961 年 度 の President に 選出 され た . この 会 の 会 長 は 各国 著 明 鱗 到 類 研究 者 が 次 々 有 就任 し て い 
る が 日 本 人 と し て は 氏 が は じ め て で , 氏 の President 就任 を お 祝い 申し 上 げ る 次 第 で ある . 
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